
年

詩

評
論
・
伝
記

紀
行
・
随
筆

そ
の
他

で
き
ご
と

1931
（
昭
6
）
0

生
ま
れ
る
。
満
州
事
変
。

1937

（
昭
12
）
6

三
島
南
尋
常
小
学
校
入
学
。

1941

（
昭
16
）
10

太
平
洋
戦
争
勃
発
。

1943

（
昭
18
）
12

沼
津
中
学
校
入
学
。

1945

（
昭
20
）
14

敗
戦
。

1946

（
昭
21
）
15

「
鬼
の
詞
」
第
一
号
（
創
刊
準
備
号
）
発
刊
。

1947

（
昭
22
）
16

旧
制
一
高
入
学
。
日
本
国
憲
法
施
行
。

1950

（
昭
25
）
19

東
大
国
文
科
進
学
。
朝
鮮
戦
争
勃
発
。

1951

（
昭
26
）
20

卒
論
「
夏
目
漱
石
」
提
出

1952

（
昭
27
）
21

詩
「
海
と
果
実
」
発
表

評
論「
エ
リ
ュ
ア
ー
ル
」発
表

メ
ー
デ
ー
事
件
。

1953

（
昭
28
）
22

読
売
新
聞
社
入
社
。

1954

（
昭
29
）
23

戦
後
詩
人
全
集
（
第
1
巻
）

「
櫂
」
参
加
。
第
五
福
竜
丸
事
件
。

1955

（
昭
30
）
24

現
代
詩
試
論

芸
術
論
執
筆
開
始
。

1956

（
昭
31
）
25

記
憶
と
現
在

塚
本
邦
雄
と
論
争
。シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
研
究
会
。

1957

（
昭
32
）
26

櫂
詩
劇
作
品
集

相
澤
か
ね
子
（
深
瀬
サ
キ
）
と
結
婚
。

1958

（
昭
33
）
27

詩
人
の
設
計
図

長
男
・
玲
誕
生
。

1959

（
昭
34
）
28

キ
ュ
ー
バ
革
命
。

1960

（
昭
35
）
29

大
岡
信
詩
集
（
全
詩
集
）
※
1

芸
術
マ
イ
ナ
ス
1

「
鰐
」
参
加
。
草
月
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
活
発
。

安
保
闘
争
。

1961

（
昭
36
）
30

抒
情
の
批
判

伊
達
得
夫
急
逝
。

1962

（
昭
37
）
31

わ
が
詩
と
真
実

キ
ュ
ー
バ
危
機
。

1963

（
昭
38
）
32

芸
術
と
伝
統

長
女
・
亜
紀
誕
生
。
読
売
新
聞
社
退
職
。
パ

リ
・
青
年
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
参
加
。

1964

（
昭
39
）
33

ラ
ジ
オ
作
品
執
筆
開
始
。
東
京
五
輪
。

1965

（
昭
40
）
34

眼
・
こ
と
ば
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
（
美
術
選
書
）

明
治
大
学
勤
務
。
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
。

1966

（
昭
41
）
35

文
明
の
な
か
の
詩
と
芸
術

文
化
大
革
命
。

1967

（
昭
42
）
36

現
代
芸
術
の
言
葉

1968

（
昭
43
）
37

大
岡
信
詩
集（
綜
合
詩
集
）※
2

1969

（
昭
44
）
38

現
代
詩
人
論（
角
川
選
書
13
）

蕩
児
の
家
系（
現
代
の
批
評
叢
書
2
）

肉
眼
の
思
想

大
岡
信
詩
集
（
現
代
詩
文
庫
）

東
大
紛
争
。
ア
ポ
ロ
11
号
月
面
着
陸
。

1970

（
昭
45
）
39

明
治
大
学
教
授
。
大
阪
万
博
。
三
島
由
紀
夫
死
。

1971

（
昭
46
）
40

彼
女
の
薫
る
肉
体

紀
貫
之
（
日
本
詩
人
選
7
）

言
葉
の
出
現

1972

（
昭
47
）
41

透
視
図
法
─

夏
の
た
め
の

砂
の
嘴
・
ま
わ
る
液
体

螺
旋
都
市
（
造
本
加
納
光
於
）

あ
だ
し
の

躍
動
す
る
抽
象（
現
代
の
美
術
8
）

現
代
美
術
に
生
き
る
伝
統

た
ち
ば
な
の
夢（
私
の
古
典
詩
選
）

彩
耳
記
（
文
学
的
断
章
）
1

沖
縄
復
帰
。

1973

（
昭
48
）
42

装
飾
と
非
装
飾

狩
月
記
（
文
学
的
断
章
）
2

オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
。

1974

（
昭
49
）
43

今
日
も
旅
ゆ
く
・
若
山
牧
水
紀
行

1975

（
昭
50
）
44

遊
星
の
寝
返
り
の
下
で

岡
倉
天
心
（
朝
日
評
伝
選
4
）

星
客
集
（
文
学
的
断
章
）
3

風
の
花
嫁
た
ち

青
き
麦
萌
ゆ

詩
の
誕
生
（
谷
川
共
著
）

1976

（
昭
51
）
45

悲
歌
と
祝
祷

年
魚
集
（
文
学
的
断
章
）
4

ロ
ッ
キ
ー
ド
事
件
。

1977

（
昭
52
）
46

大
岡
信
詩
集
（
綜
合
詩
集
・

増
補
版
）

現
代
文
学
・
地
平
と
内
景

昭
和
詩
史

詩
へ
の
架
橋
（
岩
波
新
書
）

明
治
・
大
正
・
昭
和
の
詩
人
た
ち

大
岡
信
著
作
集
・
刊
行
開
始

1978

（
昭
53
）
47

春
少
女
に

う
た
げ
と
孤
心

逢
花
抄
（
文
学
的
断
章
）
5

片
雲
の
風

こ
と
ば
の
力

批
評
の
生
理
（
谷
川
共
著
）

大
岡
信
詩
集
（
現
代
詩
文
庫
）

1979

（
昭
54
）
48

櫂
・
連
詩
（
共
著
）

ア
メ
リ
カ
草
枕

鬼
と
姫
君
物
語　

お
伽
草
子
「
折
々
の
う
た
」
連
載
開
始
。
志
水
楠
男
急
逝
。

1980

（
昭
55
）
49

詩
の
日
本
語

宇
滴
集
（
文
学
的
断
章
）
6

折
々
の
う
た
・
刊
行
開
始

イ
ラ
ン
・
イ
ラ
ク
戦
争
。

1981

（
昭
56
）
50

水
府　

み
え
な
い
ま
ち

歌
仙
（
共
著
）

現
代
の
詩
人
た
ち

若
山
牧
水　
流
浪
す
る
魂
の
歌

萩
原
朔
太
郎（
近
代
日
本
詩
人
選
10
）

父
・
大
岡
博
逝
去
。



現
世
に
謳
う
夢

1982
（
昭
57
）
51

加
納
光
於
論

詩
の
思
想

人
麻
呂
の
灰

1983

（
昭
58
）
52

短
歌
・
俳
句
の
発
見

表
現
に
お
け
る
近
代

マ
ド
ン
ナ
の
巨
眼

1984

（
昭
59
）
53

草
府
に
て

ミ
ク
ロ
コ
ス
モ
ス
瀧
口
修
造

水
都
紀
行

詩
と
世
界
の
間
で（
谷
川
共
著
）

雑
誌
「
へ
る
め
す
」
創
刊
。

1985

（
昭
60
）
54

詩
と
は
な
に
か

楸
邨
・
龍
太

万
葉
集
（
古
典
を
読
む
21
）

抽
象
絵
画
へ
の
招
待（
岩
波
新
書
）

恋
の
歌
（
詩
歌
日
本
の
抒
情
3
）

1986

（
昭
61
）
55

う
た
の
あ
る
風
景

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
。

1987

（
昭
62
）
56

ぬ
ば
た
ま
の
夜
、
天
の
掃

除
器
せ
ま
っ
て
く
る

ヴ
ァ
ン
ゼ
ー
連
詩
（
共
著
）

窪
田
空
穂
論

明
治
大
学
退
官
。

バ
ブ
ル
景
気
。

1988

（
昭
63
）
57

人
生
の
黄
金
時
間

東
京
藝
術
大
学
教
授
。

1989

（
平
1
）
58

故
郷
の
水
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

フ
ァ
ザ
ー
ネ
ン
通
り
の
縄

ば
し
ご
（
共
著
）

詩
人
・
菅
原
道
真　

う
つ
し
の
美

学

日
本
ペ
ン
ク
ラ
ブ
会
長
。
フ
ラ
ン
ス
芸
術
文
化

勲
章
シ
ュ
ヴ
リ
エ
受
章
。

昭
和
天
皇
崩
御
。
天
安
門
事
件
。

1990

（
平
2
）
59

誕
生
祭

永
訣
か
く
の
ご
と
く
に
候

東
西
ド
イ
ツ
統
一
。

1991

（
平
3
）
60

湾
岸
戦
争
。
バ
ブ
ル
景
気
終
焉
。
ソ
連
崩
壊
。

1992

（
平
4
）
61

地
上
楽
園
の
午
後

詩
を
よ
む
鍵

美
を
ひ
ら
く
扉

「
忙
即
閑
」
を
生
き
る

光
の
く
だ
も
の

1993

（
平
5
）
62

私
の
万
葉
集
（
全
5
巻
）

人
生
の
果
樹
園
に
て

母
・
大
岡
綾
子
逝
去
。

1994

（
平
6
）
63

火
の
遺
言

一
九
〇
〇
年
前
夜
後
朝
譚

新
折
々
の
う
た
・
刊
行
開
始

コ
レ
ー
ジ
ュ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
で
講
義
。

1995

（
平
7
）
64

オ
ペ
ラ　

火
の
遺
言

あ
な
た
に
語
る
日
本
文
学
史

日
本
の
詩
歌　
そ
の
骨
組
み
と
素
肌

光
の
受
胎

大
岡
信
詩
集
・
続（
現
代
詩
文

庫
）

阪
神
・
淡
路
大
震
災
。
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
。

1996

（
平
8
）
65

こ
と
の
は
草

ぐ
び
じ
ん
草

マ
ケ
ド
ニ
ア
詩
祭
で
金
冠
賞
受
賞
。

1997

（
平
9
）
66

光
の
と
り
で

み
ち
草

こ
と
ば
が
映
す
人
生

香
港
返
還
。

1998

（
平
10
）
67

し
お
り
草

大
岡
信
詩
集
・
続
続（
現
代
詩
文
庫
）

「
ふ
る
さ
と
で
語
る
折
々
の
う
た
」
第
一
回
。

1999

（
平
11
）
68

拝
啓　

漱
石
先
生

捧
げ
る
う
た
50
篇

「
し
ず
お
か
連
詩
の
会
」
第
一
回
。

2000

（
平
12
）
69

お
も
ひ
草

日
本
の
古
典
詩
歌
・
刊
行
開
始

2001

（
平
13
）
70

世
紀
の
変
り
目
に
し
や
が

み
こ
ん
で

ア
メ
リ
カ
同
時
多
発
テ
ロ
。

2002

（
平
14
）
71

旅
み
や
げ　

に
し
ひ
が
し

日
本
語
つ
む
ぎ

大
岡
信
全
詩
集

大
岡
信
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
講
。

2003

（
平
15
）
72

文
化
勲
章
受
賞
。

2004

（
平
16
）
73

瑞
穂
の
国
う
た

大
岡
信
詩
集
（
自
選
）

レ
ジ
オ
ン
・
ド
・
ヌ
ー
ル
勲
章
オ
フ
ィ
シ
エ
受
章
。

2005

（
平
17
）
74

2006

（
平
18
）
75

生
の
昂
揚
と
し
て
の
美
術

2007

（
平
19
）
76

2008

（
平
20
）
77

鯨
の
会
話
体

2009

（
平
21
）
78

「
大
岡
信
こ
と
ば
館
」
開
館
。

2010

（
平
22
）
79

2011

（
平
23
）
80

東
日
本
大
震
災
。

※
1　
「
今
日
の
詩
人
双
書　

7
」
と
し
て
書
肆
ユ
リ
イ
カ
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。『
記
憶
と
現
在
』
と
そ
れ
以
降
の
詩
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

※
2　

�

思
潮
社
刊
。
既
刊
詩
集
『
記
憶
と
現
在
』『
大
岡
信
詩
集
（
一
九
六
〇
）』『
わ
が
詩
と
真
実
』
の
再
録
お
よ
び
「
水
の
生
理
」「
献
呈
詩
集
」「
物
語
の
人
々
」「
わ

が
夜
の
い
き
も
の
た
ち
」「
方
舟
」
な
ど
の
未
刊
詩
集
を
収
録
。



1
9

3
1

年　

─　
1

9
5

2

年

□
で
き
ご
と
□

沼
津
中
学
入
学

同
人
雑
誌
「
鬼
の
詞
」
創
刊

フ
ラ
ン
ス
の
詩
人
エ
リ
ュ
ア
ー
ル
に
惹
か
れ
る

詩
を
作
り
は
じ
め
る

旧
制
第
一
高
等
学
校
入
学
・
卒
業

東
京
大
学
文
学
部
国
文
学
科
入
学
・
卒
業

相
澤
か
ね
子
を
知
る

□
主
た
る
著
作
□

詩
「
夏
の
お
も
ひ
に
」

詩
「
海
と
果
実
」（
の
ち
に
「
春
の
た
め
に
」
と
改
題
）

エ
リ
ュ
ア
ー
ル
論

夏
目
漱
石
論
（
大
学
卒
業
論
文
）



■1931
・
昭
和
六
年　
─
─
─
─　
0
歳

■
二
月

《
一
六
日
、
静
岡
県
田
方
郡
三
島
町
（
の
ち
三
島
市
一
三
三
）
に
、
大
岡

博
、
綾
子
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
る
。》

幼少期

ま
た
水
甕
が
空
に
傾
く
季
節
が
き
た

五
十
年
以
上
昔
の

二
月
半
ば
の
朝
ま
だ
き

ふ
と
ん
の
上
へ

は
じ
め
て
転
が
り
出
た
愕
き
が

し
み
じ
み
と
よ
み
が
へ
る

真
赤
に
な
つ
て

盥
の
中
で
わ
め
い
て
ゐ
る
僕

な
ん
と
ま
あ　

ち
ん
ぽ
こ
ま
で
き
ち
ん
と
つ
け
て

御
国
の
宝
が
ま
た
一
人

軍
国
の
田
に
お
ん
ま
れ
な
す
つ
た

爆
死
も
せ
ず　

号
令
も
か
け
ず

銃
剣
で
人
を
あ
や
め
も
せ
ず

や
つ
て
こ
ら
れ
た
僥
倖
が

ま
だ
ぶ
よ
ぶ
よ
の
状
態
で

盥
の
中
で
わ
め
い
て
ゐ
る

逆
さ
眼
鏡
で
じ
つ
と
そ
の
子
を
見
て
ゐ
る
と

た
だ
た
だ　

不
思
議
に　

怖
ろ
し
い
。�

（
詩
「
誕
生
祭
」）

《
大
岡
家
は
代
々
徳
川
家
に
仕
え
る
旗
本
で
あ
っ
た
が
、
維
新
後
、
曾
祖

父
・
直
時
ら
は
駿
府
へ
隠
退
す
る
徳
川
慶
喜
に
随
行
し
、
の
ち
三
島
で
警

察
署
長
に
就
任
。
祖
父
・
延
時
は
温
暖
清
流
の
こ
の
町
の
生
活
に
安
住
せ

ず
、
貿
易
商
を
志
し
、
横
浜
、
神
戸
、
つ
い
で
上
海
に
渡
っ
て
客
死
し

た
。》

中
国
上
海
市

虹ホ
ン

口コ
ウ

区
チ
ユ
イ

呉ウ
ー

淞ス
ン

路ル

義イ
ー

豊フ
オ

里ン
リ

地
番
は
今
で
は
３サ

ン

２ア
ル

２ア
ル

里リ

。

ぼ
く
の
祖
父
は
そ
こ
に
独
り
住
み　

そ
の
地
で
死
ん
だ
。

大ダ
ー

岡カ
ン

延
イ
エ
ン

時シ
ー

。
直な

お

時と
き

＝
き
ん
の
長
男
と
し
て

明
治
十
六
年
（
一
八
八
三
）
三
月
七
日
静
岡
で
生
ま
れ

昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）
九
月
五
日
上
海
に
死
す
。

享
年
五
十
二
。
妻
と
三
男
一
女
が
静
岡
県
三
島
に
残
っ
た
。

「
上
海
の
ぢ
い
ち
や
ん
」
が
死
ん
だ
と
き
、

ぼ
く
は
や
う
や
く
四
歳
。
だ
が
い
つ
か
ら
か
、
ぼ
く
に
は

ぢ
い
ち
や
ん
が
帰
国
し
て
、
抱
き
あ
げ
て
く
れ
た
記
憶
が
あ
つ
た
。

ほ
ん
た
う
は
、
彼
は
二
十
年
余
り
上
海
に
住
み
、
そ
の
ま
ま
死
ん
だ

の
だ
。

清
貧
一
途
、
腎
臓
を
病
み
若
死
に
し
た
は
ず
。
で
も

幼
い
ぼ
く
に
は
彼
は
英
雄
。
藍
色
の
布
張
り
の

ふ
く
ら
み
あ
る
感
触
の
旅
行
鞄
、
コ
ダ
ッ
ク
の
カ
メ
ラ
、

中
国
人
の
ば
か
で
か
い
数
々
の
名
刺
、
お
宝
の
遺
品
。

�

（
詩
「
延
イ
エ
ン

時シ
ー

さ
ん
の
上
海
」
よ
り
）

《
父
・
博
は
、
作
家
を
志
す
も
断
念
し
、
教
育
者
の
道
を
選
び
、
そ
の
か

た
わ
ら
歌
誌
「
菩
提
樹
（
前
身
は
「
ふ
じ
ば
ら
」）」（
一
九
三
四
年
創
刊
）
を

主
宰
し
た
。
歌
人
と
し
て
は
戦
前
の
雑
誌
「
セ
ル
パ
ン
」
に
戦
争
批
判
の

歌
を
投
稿
、
掲
載
さ
れ
る
な
ど
活
動
を
し
て
い
る
。「
菩
提
樹
」
に
よ
っ

て
多
く
の
弟
子
を
育
て
、
の
ち
に
静
岡
県
歌
人
協
会
初
代
会
長
に
就
任
し

た
。
母
・
綾
子
は
博
と
同
じ
く
、
小
学
校
の
教
師
で
あ
っ
た
。》

大岡博と大岡綾子

　
『
セ
ル
パ
ン
』
一
九
四
〇
年
三
月
号
は
、
清
水
幾
太
郎
ら
の
「
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
文
化
の
批
判
」、
室
伏
高
信
ら
の
「
現
代
政
治
の
性
格
」、
ト
マ
ス
・

マ
ン
、
ル
イ
ス
・
マ
ン
フ
ォ
ー
ド
ら
の
「
ア
メ
リ
カ
文
化
の
再
検
討
」
と

い
っ
た
特
集
が
並
ん
で
い
て

─
主
題
と
執
筆
者
が
凄
い

─
、
目
次
に

小
さ
く
短
歌
俳
句
と
あ
り
、
大
岡
博
の
短
歌
「
冬
日
小
閑
」
五
首
が
掲
載

さ
れ
て
い
る
。
詞
書
は
「
阿
部
内
閣
退
陣
の
日
」。
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